
R2年度 後期ؙ教職関連科目の開講時間割表（1年次学生用）

時限時間 月 火 水 木 金

英語II（B, Dクラス）
（2単位）
＊月・木の週2回受講する
必要がある

英語II（A, Cクラス）
（2単位）
＊火・金の週2回受講する
必要がある

コンピュータ情報論
（Dクラス）（2単位）
＊２年次での受講も可
能

英語II（B, Dクラス）
（2単位）
＊月・木の週2回受講する
必要がある

英語II（A, Cクラス）
（2単位）
＊火・金の週2回受講する
必要がある

教職論（Bクラス）
（2単位）
＊半期上限22単位に含ま
れない

独語II（Aクラス）
（2単位）
伊語II（2単位）
中国語II（Aクラス）
（2単位）
仏語II（2単位）
＊いずれの講義も月・木
の週2回受講する必要があ
る

独語II（Bクラス）
（2単位）
中国語II（Bクラス）
（2単位）
＊いずれの講義も火・金の
週2回受講する必要がある

独語II（Aクラス）
（2単位）
伊語II（2単位）
中国語II（Aクラス）
（2単位）
仏語II（2単位）
＊いずれの講義も月・木
の週2回受講する必要があ
る

独語II（Bクラス）
（2単位）
中国語II（Bクラス）
（2単位）
＊いずれの講義も火・金
の週2回受講する必要があ
る

コンピュータ情報論（C
クラス）（2単位）
＊２年次での受講も可能

英語I（Eクラス）
（2単位）
＊水・金の週2回受講する
必要がある
＊再履修者以外は登録で
きない

日本国憲法（2単位）
＊２年次での受講も可能

英語I（Eクラス）
（2単位）
＊水・金の週2回受講する
必要がある
＊再履修者以外は登録で
きない

健康・運動実技A・B
（01クラス）
（1単位）
＊２～4年次での受講も可
能

健康・運動実技A・B
（05クラス）
（1単位）
＊２～4年次での受講も可
能

健康・運動実技A・B
（02クラス）
（1単位）
＊２～4年次での受講も可
能

健康・運動実技A・B
（03クラス）
（1単位）
＊２～4年次での受講も可
能

教育原理（Aクラス）
（2単位）
＊半期上限22単位に含ま
れない

教育原理（Bクラス）
（2単位）
＊半期上限22単位に含ま
れない

特別支援教育(B)
（2単位）
＊半期上限22単位に含ま
れない
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・教育原理（A, Bクラス）:各40名
  ・コンピュター情報論（C, Dクラス）:各25名

＊特別支援教育（2単位）:1年生対象。卒業単位数には含まれる。半期上限22単位には含まれない。

＊教育原理（2単位）:1年生対象。卒業単位数には含まれる。半期上限22単位には含まれない。

＊日本国憲法（2単位）:1～4年生で受講可能。
＊健康・運動実技A・B（1単位）:1～4年生で受講可能。後期は、4つのクラス（01、02、03、05クラス）から1つ
選ぶ。
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＜教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目＞

＜教職必修＞

注意:同一の曜日・時間に、2つ以上受講したい科目がある場合でも、1つまでしか履修できません。例えば、火曜日2限目に
は、教職必修の「教育原理(Aクラス)」、「コンピュータ情報論(Cクラス)」、「独語II(Bクラス)」、「中国語II(Bクラス)」
「健康・運動実技A・B(05クラス)」の5つの授業が開講しますが、どれか1つしか履修することはできません（例:「教育原理
(Aクラス)」を履修することを決めたのであれば、他の授業は1年生の後期には履修することができません。2年生以上の学年で
履修することになります）。

＊教職論（2単位）:1年生対象。卒業単位数には含まれない。半期上限22単位には含まれない。

＜後期の登録に際し、人数制限のある科目＞＊登録後、事務局にて抽選が行われ、受講できるかどうかが決まります

抽選に漏れた場合は、２年次に履修することになる（登録では上の学年が優先される）。

・特別支援教育(B):40名
・教職論（Bクラス）:45名 ・健康・運動実技Ａ・Ｂ（01クラス）:28名

・健康・運動実技Ａ・Ｂ（02クラス）:20名
・健康・運動実技Ａ・Ｂ（03クラス）:20名
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＊コンピュータ情報論（2単位）:1～4年生で受講可能。後期は、2つのクラス（C, Dクラス）から1つ選ぶ。

＊外国語（2単位）:英語 II、独語II、伊語II、中国語II、仏語IIが開講されている。後期は、英語IIは4クラス（A
～Dクラス）、独語IIは2クラス（A・Bクラス）、中国語IIは2クラス（A・Bクラス）とクラス分けがされている。英
語は前期と同じクラスを履修する。英語以外の外国語は、前期と同一言語から1つ選ぶ。なお、英語IIは卒業のための
必修科目でもある（なるべく1年生で単位を取得することが望ましい）。


